
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

・
西
宮　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

23
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

・
蒲
生　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

23

坂
本
明
人
委
員
出
向

・
防
府　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

23

西
川
寿
一
委
員
出
向

・
八
木　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

24
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

・
神
崎　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

24

松
森
芳
夫
委
員
出
向

  
《
立
教

年
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25

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】 

・
草
薙
紀
聡
（
秋
田
） 

・
伊
東　

誠
（
京
都
） 

・
高
村
智
之
（
徳
島
） 

・
加
藤
天
平
（
新
潟
） 

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】 

・
池
戸　

理
（
湖
東
・
新
發
田
） 

・
早
川
拡
志
（
愛
知
・
知
幡
） 

・
中
村
孝
典
（
秦
野
・
幾
寅
） 

 学
修
経
験
が
そ
れ

ほ
ど
な
い
私
で
す
が
、

今
年
の
学
修
・
大
学

の
部
で
、
副
塾
長
を 

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

始
ま
る
前
か
ら
こ
の
役
割
は
荷
が
重

い
と
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
、

自
分
に
自
信
が
持
て
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
は
、
直
前
研
修
会
の
時
に
激

し
い
腹
痛
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
次
の
日

か
ら
学
生
が
来
る
の
で
、
他
の
ス
タ
ッ

フ
が
そ
の
準
備
に
忙
し
く
し
て
い
る
中
、

５
分
お
き
に
ト
イ
レ
に
行
き
、
個
室
に

こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
大
事
な

時
に
、
自
分
は
何
を
し
て
い
る
の
か
？
」

自
分
を
責
め
、
情
け
な
さ
で
、
う
な
だ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染
症
が
流

行
し
て
い
る
時
期
で
し
た
の
で
「
病
院

に
行
っ
た
ら
、
立
場
を
頂
い
て
い
る
の

に
、
学
修
を
離
脱
す
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
行
け
な
い
。
で
も
、
学
生
に
感
染

し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
悩
ん
で
い
ま

し
た
。 

そ
れ
で
も
つ
い
に
我
慢
で
き
ず
に
、

病
院
に
行
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
と
り
あ
え

ず
は
よ
か
っ
た
と
思
い
、
薬
を
も
ら
っ

て
宿
舎
に
帰
り
ま
し
た
。
お
さ
づ
け
も

取
り
次
い
で
い
た
だ
き
、
次
の
日
に
は

少
し
良
く
な
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。 

期
間
中
の
あ
る
日
、
事
務
所
に
戻
る

と
、
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
腹
痛
を
訴

え
、
班
か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分

を
不
甲
斐
な
く
感
じ
泣
い
て
い
る
彼
女

を
見
て
、
直
前
研
修
の
時
の
自
分
と
一

緒
だ
と
思
い
、
そ
の
時
の
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
女
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少
し
心
が
楽
に
な

り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
、
あ
る
程
度
落

ち
着
い
て
か
ら
、
班
に
戻
っ
て
行
き
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
自
分
が
誰
か
の
役

に
立
て
た
と
思
え
た
く
ら
い
で
し
た
。

し
か
し
、そ
の
直
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

令和 7年 学生担当委員会 活動方針 
「教祖を慕い、ひながたを辿る喜びを共に味わおう」

----------------------------------------------------------------------

学
生
部　

委
員

寺
田　

太
平

---------------------------------------------------------------------------------

8 ・
愛
静　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

20
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

・
上
之
郷　

６
月

日　

大
教
会　

 

21

藤
原
親
蔵
委
員
出
向

・
紀
陽　
　

６
月

日　

大
教
会　

 
21

坂
本
明
人
委
員
出
向

・
山
陽　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

21

飯
降
好
助
委
員
出
向

・
中
津　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

22
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

・
岐
美　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

22

清
水
慶
政
委
員
長
出
向

・
西
海　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

22

山
田
作
雄
委
員
出
向

・
西
成　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

22

坂
本
明
人
委
員
出
向

・
鎮
西　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

22

西
川
寿
一
委
員
出
向

・
双
名
島　

６
月

日　

大
教
会　

 

22

松
森
芳
夫
委
員
出
向

・
郡
山　
　

６
月

日　

大
教
会　

 

23

東
井
申
雄
委
員
出
向
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年
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日
～
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15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

お
や
さ
ま
の
動
画
を
観
る
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
普
段
、
教
祖
の
お
話
を
聴
い

た
り
、
文
字
で
読
む
機
会
は
あ
り
ま
し

た
が
、
女
性
の
声
で
教
祖
の
お
言
葉
を

聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
せ
い
か
、
気
が

付
く
と
、
私
は
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
だ
け
、
苦
し
く
、
悩
ん
だ
直
前
研

修
会
の
腹
痛
は
、
今
、
苦
し
ん
で
い
る

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
た
す
け
る
た
め

に
教
祖
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の

だ
っ
た
の
だ
と
強
く
感
じ
た
か
ら
で
す
。

今
年
の
学
修
大
学
の
部
の
テ
ー
マ
は「
お

や
さ
ま
～
心
の
拠
り
所
～
」
で
し
た
。

学
生
だ
け
で
な
く
、
私
も
教
祖
を
感
じ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
学
修
と
な
り
ま
し

た
。 さ

て
、
い
よ
い
よ
、
夏
の
学
修
・
高

校
の
部
が
幕
を
開
け
ま
す
。
学
生
だ
け

で
な
く
、
育
成
者
も
育
つ
夏
だ
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
さ
れ
る
学
生
さ
ん

の
背
中
を
し
っ
か
り
押
し
、
快
く
送
り

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「

う

れ

し

い

腹

痛

」

----------------------------------------------------------------------

６
月

日
24

日
25

日
27

７
月
２
日

７
日

８
日

９
日日

10

担
当
者
活
動
部
部
会 

委
員
会　

例
会 

広
報
室
会
議 

学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
の
部 

ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
（
～

日
）

29

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議 

係
員
チ
ー
ム
会
議 

委
員
会 

人
材
育
成
部
部
会 

教
祖
百
四
十
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

高
校
の
部
研
究
室 

学
生
連
絡
会 

大
学
の
部
研
究
室 

卒
業
生
コ
ー
ス
研
究
室 

係
員
チ
ー
ム
会
議 

---------------------------------------------------------------------------------
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3

-----------------------------------------------------------------------------

青　

空 

私
は
大
学
時
代
、
要
員
育
成
室
つ
く
し
会
に
て
、
当
時
の

学
生
担
当
委
員
会
の
先
生
方
に
お
育
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
担
当
だ
っ
た
あ
る
先
生
の
「
立
教
の
時
、
神
様
と

人
と
の
や
り
取
り
は
、
お
断
り
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
に
、
も
し
何
か
断
ら
れ
た
ら
、
そ

れ
は
何
か
の
始
ま
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
も
し
れ
な
い
よ
」
と

の
言
葉
は
ず
っ
と
私
の
心
の
中
で
生
き
続
け
て
い
ま
す
。 

話
は
変
わ
り
ま
し
て
、
私
に
は
５
歳
の
姪
っ
子
が
い
ま
す
。

産
ま
れ
た
時
か
ら
、
周
り
を
笑
顔
に
す
る
、
明
る
い
女
の
子

で
す
。
先
日
、
実
家
の
教
会
に
泊
ま
り
で
帰
っ
た
と
き
の
こ

と
。
私
は
朝
、
寝
坊
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
朝
づ
と
め
の

５
分
前
。
小
さ
な
手
が
、
私
の
布
団
を
ゆ
さ
ゆ
さ
揺
ら
し
ま

す
。「
朝
づ
と
め
に
行
き
た
い
か
ら
、
か
ず
く
ん
一
緒
に
行
こ

う
」
姪
っ
子
の
一
言
で
し
た
。
私
は
内
心
、
あ
あ
…
な
ん
て

情
け
な
い
の
だ
ろ
う
、
と
深
く
反
省
し
ま
し
た
。「
朝
づ
と
め

は
眠
い
し
、
も
っ
と
寝
て
い
た
い
」
そ
ん
な
気
持
ち
が
先
に

立
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
自
分
に
、
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え
た
の

で
す
。 

し
か
し
、
そ
の
後
、
朝
づ
と
め
の
最
中
、
彼
女
は
全
力
で

走
り
回
り
、
終
わ
っ
た
後
、
す
ぐ
に
二
度
寝
し
て
い
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
彼
女
は
、「
朝
づ
と
め
」
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
は

な
く
、「
み
ん
な
が
起
き
て
い
る
朝
づ
と
め
」
が
う
れ
し
く
て

参
拝
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
さ
ん
さ
い
心
っ
て
難
し
い
な
、

と
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
三
年
千
日
を
真
剣
に
勤
め
る
中
で
、

素
直
な
心
を
忘
れ
ず
に
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
残
り
の
年
祭

活
動
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

人
材
育
成
部
本
部
ス
タ
ッ
フ　

水
野 

和
仁

期
日
：
立
教

年
８
月

日 

188

25

時
間
：

時

分
受
付　

時
開
始 

15

30

16

会
場
：
教
庁
４
階
講
堂 

   

去
る
６
月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「
６

25

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。 

30

95

  

【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】 

・
京
都　
　

６
月
４
日　

教
務
支
庁　

 

西
川
寿
一
委
員
出
向

 

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】 

・
本
芝　
　

６
月
５
日　

大
教
会　

 

清
水
慶
政
委
員
長
出
向

・
都　
　
　

６
月
７
日　

大
教
会　

 

清
水
慶
政
委
員
長
出
向

学生の集いまなびば　８月開催会場一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

--------------------------------------------------------------------------------

　

去
る
６
月

日
か
ら

日
の
期
間
、
本
部

27

29

第
７
・
８
・
９
母
屋
と
第

母
屋
を
会
場
に

12

「
学
生
生
徒
修
養
会 
高
校
の
部　

ス
タ
ッ
フ

事
前
研
修
会
」
を
開
催
し
、
総
数

名
（
内
、

303

初
回
者

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

64

　

本
年
の
「
学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
の
部
」

も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
本
期
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
流
れ
や
行
事
内
容
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
の
内
容
や
受
講

生
と
関
わ
る
上
で
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
進
行
係
、
庶
務
係
、
救
護
係
は
期
間

中
の
申
し
合
わ
せ
や
役
割
を
確
認
し
、
本
期

間
に
向
け
て
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。 

　

初
日
午
前
、
ス
タ
ッ
フ
は
学
年
ご
と
で
集

合
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
午

後
か
ら
の
開
講
式
で
は
、
学
生
担
当
委
員
会

勝
村
副
委
員
長
よ
り
挨
拶
と
ス
タ
ッ
フ
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
各
学
年
に

分
か
れ
て
学
年
タ
イ
ム
が
持
た
れ
ま
し
た
。 

　

２
日
目
、
幸
田
委
員
よ
り
受
講
生
と
接
す

る
際
の
心
構
え
と
し
て
「
き
く
、
み
る
、
は

な
す
」
の
講
義
が
あ
り
、「
委
員
長
講
話
」
で

は
、
清
水
委
員
長
よ
り
陽
気
ぐ
ら
し
の
世
界

観
を
伝
え
る
べ
く
互
い
立
て
合
い
た
す
け
あ

い
の
姿
の
具
現
化
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
は
、
お
ぢ
ば
の
ご
用
を
通
し
て
普
段

の
生
活
で
は
出
し
た
こ
と
の
無
い
よ
う
な
精

一
杯
の
真
心
を
尽
く
さ
せ
て
も
ら
い
、
学
生

と
共
に
我
々
も
成
長
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と

本
部
行
事
で
あ
る
学
修
の
ス
タ
ッ
フ
を
務
め

る
上
で
の
心
構
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

３
日
目
、
閉
講
式
で
は
中
山
副
委
員
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
本
番
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ

な
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
一
つ
で
も
た
ど
ら
せ

て
い
た
だ
く
。
そ
れ
が
理
づ
く
り
に
も
つ
な

が
る
と
述
べ
ら
れ
、
本
期
間
で
再
会
す
る
こ

と
を
誓
い
合
い
、
解
散
し
ま
し
た
。

-----------------------------------------------------------------------------

 教区 日時 会場 担当者 連絡先

 
大阪

8 月 16 日 8 時 
～17 日 18 時

国立淡路 
青少年交流の家

矢野恒英 06-6771-0012

 
岡山

8 月 18 日 8 時 30 分 
～19 日 16 時

犬島自然の家 横山大悟 086-222-5881

 
福島

8 月 18 日 15 時 
～17 時

教務支庁 牛坂直之 024-534-2251

 
長野

8 月 30 日 13 時 
～31 日 14 時

教務支庁 岡澤朋範 0263-54-0576

 
三重

8 月 30 日 14 時 
～31 日 14 時

教務支庁 中西元一 0596-28-4852

-----------------------------------------------------------------------------

学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
の
部 

ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
開
催
報
告


